
2002
雛

馳　 邸聯灘　．一一

　No．510
平成14年5月15日

脳
脚

○

MA了8UOAl

麟譲

玉
ノ

　　　　蕪　　　鎌
　　ぽい
　罐
魏

灘
鴛
、

畿
　
．

翌

錨

　離

灘

●

へ

・
成
人
式

　　　　　　　　葦i

　　　　　　　　き　　　　　　　　

　　　　　　灘

　　　　　璽　　　　欝　☆

　　　　　　　　鱒　　　　　　　1，

ノ
　
〆

饗

蟹講

　き
『
　
　
ン
鱗
難

蕎
、
譲

　
　
　
　
、
．

　
　
　
響
・
鶉
欝
夢

構
艶

　　　　　　糞
　轟
繍

　　　　　灘　　　　粥

野
’

慧
蝕
、

薫

『
、
博

麗
’

窃
　
　
鮒
『

鍛
．

鞍
苫

＾
’
『
犠
　
　
　
　
　
》
到

　
灘
鰺
％
．
　
　
、
藤

馨
．

　
　
　
耀
悔
　
翌
　
‡
v
・

、
麗
緒
織
賦
辮

一
編

鱈
■
熱
爆
　
－

　
　
　
触

　
　
　
　
“

撚

＾
》
、
妹

・
認

’
　
　
悼

N
砥

響
　　　　　　　　　　　『
　　　　　　　v ’　　　

　　　　　　　　　　　　供

　　　　　　　　　　　聯

灘

嚢
嚢　

叢

嚢
．

　5月3日、成人式が行われました。新成人たちは、父母や関係者に見守ら

れ、新たな門出をむかえました。この日、式場には父母のひとりである浜川

せつさんが「子供たちの節目の年に」と、新成人たち1人1人が小学1年生
（松代小）のときに書いた、学年便りの表題の文字「わんぱく」を、当時の書

体のままパッチワークに縫いあげた作品が展示され、なつかしい昔話で盛り

あがっていました。
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◇松代小学校

今
回
は
、

し
ま
す
。

新
た
に
転
入
さ
れ
た
先
生
を
紹
介

（
カ
ッ
コ
内
は
前
任
校
名
）

∂
1
　
■
　
贋
　
■
　
．
　
喀
　
・
　
■
　
■
　
■
　
一
　
■
　
口
　
1
■
　
ー
　
■
　
■
　
1
　
目
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
一
　
墨
　
■
　
一
　
ー
　
ー
　
ー
　
目
　
匿
　
．
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
　
■
◎

高
野
清
一
郎
教
頭
先
生

　
　
（
能
生
町
中
能
生
小
）

　
六
年
ぶ
り

の
東
頸
勤
務

で
す
。
趣
味

は
陶
芸
、
ス

ポ
ー
ツ
は
水
泳
と
ス
キ
ー
を

得
意
と
し
て
い
ま
す
。
自
宅

は
大
島
村
棚
岡
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

岡
本
　
美
砂
先
生

　
　
　
（
小
国
町
渋
海
小
）

　
　
　
　
　
　
　
素
直
で
元

　
　
　
　
　
　
気
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
の
子
ど
も
た

　
　
　
　
　
　
ち
．
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
て
、
こ
れ
か

ら
の
松
代
で
の
生
活
が
楽
し

み
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
．

松
崎
　
聖
子
先
生

　
　
（
上
越
市
直
江
津
小
）
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雪
融
け
と

　
　
　
　
　
　
と
も
に
山
々

　
　
　
　
　
　
が
息
吹
き
始

　
　
　
　
　
　
め
美
し
さ
に

感
動
し
て
い
ま
す
。
素
直
で

明
る
い
松
代
っ
子
と
楽
し
く

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

志
賀
　
美
幸
先
生　

（
新
任
）

　
今
年
一
年

非
常
勤
講
師

で
お
世
話
に

な
り
ま
す
．

松
之
山
町
生
ま
れ
な
の
で
、

縁
あ
り
て
松
代
町
で
働
け
て

う
れ
し
い
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

孟地小学校

龍
池
　
規
雄
教
頭
先
生

　
　
　
（
長
岡
市
表
町
小
）

　
テ
ニ
ス
の

指
導
員
を
し

て
い
ま
す
．
松

代
の
子
供
た

ち
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
テ
ニ
ス

を
通
し
て
交
流
す
る
機
会
が
あ

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
地
域
の

よ
さ
、
自
分
の
よ
さ
に
子
供
た

ち
が
気
付
き
、
自
信
を
も
っ
て

生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
学
校
で
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
．酒

井
ル
ミ
子
先
生

　
（
糸
魚
川
市
糸
魚
川
小
）

　
　
　
　
　
　
　
最
近
フ

　
　
　
　
　
黙
ル
ー
ト
教
室

　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
学
生

の
頃
以
来
、
久
し
ぶ
り
の
レ
ッ

ス
ン
で
す
。
音
楽
の
楽
し
さ
を

子
供
た
ち
に
広
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
．

（（
儒

廻レ

奴奈川小学校松代中学校

本
山
　
福
美
教
頭
先
生

　
　
　
（
長
岡
市
栖
吉
小
）

　
生
ま
れ
も

育
ち
も
松
代

で
す
。
雪
消
え

と
と
も
に
芽

を
出
す
草
花
に
春
の
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。
故
里
の
よ
さ
を

い
っ
ぱ
い
体
感
さ
せ
た
い
で
す
。

永
井
　
秀
夫
先
生

　
　
　
（
新
潟
市
関
屋
中
）

　
　
　
　
　
　
　
新
教
育
課

　
　
　
　
　
　
程
が
実
施
さ

　
　
　
　
　
　
れ
、
授
業
時

　
　
　
　
　
　
間
数
の
確
保

が
重
要
で
す
。
授
業
開
始
の

時
刻
を
守
り
、
子
ど
も
た
ち

に
学
習
時
間
の
保
障
か
ら
始

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

横
田
　
幸
一
先
生

　
　
　
（
能
生
町
能
生
中
）

　
　
　
　
　
　
　
一
学
年
主

　
　
　
　
　
騨
任
で
A
組
の

　
　
　
　
　
　
担
任
の
横
田

　
　
　
　
　
　
で
す
．
教
科

は
社
会
科
、
部
活
動
は
野
球

と
ア
ル
ペ
ン
で
す
。
生
徒
の

皆
さ
ん
の
良
さ
が
輝
く
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
す
。

松代中入学式

大
桃
　
和
行
先
生

　
　
　
（
上
越
市
雄
志
中
）

　
　
　
　
　
　
　
四
月
か
ら

　
　
　
　
　
　
お
世
話
に

　
　
　
　
　
　
な
っ
て
お
り

　
　
　
　
　
　
ま
す
大
桃
と

申
し
ま
す
．
松
代
の
自
然
に

学
び
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
．

山
本
　
雄
一
先
生

　
　
　
　
　
（
牧
村
牧
中
）

　
　
　
　
　
　
　
初
め
ま
し

　
　
　
　
　
　
て
．
今
年
か

　
　
　
　
　
・
ら
美
術
を
担

　
　
　
　
　
　
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
の
元

気
に
負
け
な
い
よ
う
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
．
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松代高等学校

小
山
　
建
史
先
生

　
（
柏
崎
市
柏
崎
農
業
高
）

　
　
　
　
　
　
　
初
め
て
松

麟
．
愚
驚

　
　
　
　
　
　
ラ
ン
ド
の
雪

に
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
環
境

の
中
で
頑
張
っ
て
い
る
生
徒

に
負
け
な
い
よ
う
頑
張
り
ま

す
．長

谷
川
な
お
み
先
生

　
（
長
岡
市
長
岡
大
手
高
）

　
　
　
　
　
　
　
松
代
に
来

　
　
　
　
　
　
て
ビ
ッ
ク
リ

　
　
　
　
　
　
し
た
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
人
の
よ
さ
、

生
徒
の
素
直
さ
で
す
。
旅
行

と
温
泉
と
食
べ
る
こ
と
が
大

好
き
で
す
。
松
代
で
の
生
活

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
．

金
子
　
　
賢
先
生

　
（
塩
沢
町
塩
沢
商
工
高
）

　
　
　
　
　
　
　
松
代
町
に

、
馨
蹴
雛
“

　
　
　
　
　
　
来
て
感
じ
た

　
　
　
　
　
　
こ
と
は
風
光

　
　
　
　
　
　
明
媚
な
こ
と

と
、
昔
に
比
べ
て
ず
い
ぶ
ん

便
利
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

福
原
　
史
恵
先
生　

（
新
任
）

　
十
目
町
出

身
、
趣
味
は

ス
キ
ー
で
す
．

生
徒
が
理
科

に
興
味
を
持
て
る
よ
う
な
楽

し
い
授
業
が
で
き
る
よ
う
、

工
夫
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
．

樋
ロ
　
里
含
心
先
生

　
（
小
千
谷
市
小
千
谷
高
）

　
　
　
　
　
　
　
東
京
の
私

麟
驚
響
嫡

　
　
　
　
　
　
後
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
留
学
（
遊
学
）

し
、
二
年
半
前
に
故
郷
の
新

潟
に
戻
り
ま
し
た
。
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
購
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰
牲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
琳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高

．
鞭
騨

町
内
の
各
学
校
で
入
学
式

　
4
月
8
日
、
町
内
の
各
学
校

で
一
斉
に
入
学
式
が
行
な
わ
れ
、

三
小
学
校
で
31
人
、
中
学
校
で

45
人
、
高
校
で
7
5
人
が
入
学
し

ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
奴
奈
川
小
学
校
で

は
新
1
年
生
3
人
が
父
母
や
上

級
生
が
見
守
る
な
か
、
新
た
な

希
望
を
胸
に
学
校
生
活
の
ス
タ
ー

ト
を
む
か
え
ま
し
た
。
石
口
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

上
級
生
の
案
内
で
入
場
す
る
新
1
年
生
。

し
く
！
（
奴
奈
川
小
）

み
な
さ
ん
よ
ろ

藤糞

孟地小入学式・大きな声で「ハイ

長
は
、
児
童
た
ち
と
「
自
分
の

こ
と
は
自
分
で
し
ま
し
ょ
う
」

や
「
友
達
を
た
く
さ
ん
つ
く
り

ま
し
ょ
う
」
「
交
通
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
」
と
約
束
を
交
わ
し
ま

し
た
。
ま
た
、
4
月
か
ら
の
完

全
学
校
週
5
日
制
の
実
施
に
と

も
な
い
「
学
校
と
家
庭
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
教
育
に
か
か

わ
っ
て
い
く
」
「
保
護
者
と
教
職

員
の
信
頼
を
大
切
に
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
．

保
育
園
は
新
た
に

　
　
　
　
2
2
人
が
入
園

　
5
日
に
は
町
内
三
保
育
園
で

入
園
式
が
行
な
わ
れ
、
2
2
人
の

園
児
が
み
ん
な
の
仲
間
入
り
を

し
ま
し
た
。
恥
ず
か
し
い
の
か

こ
ん
な
場
面
も
！

3



松代町「第2次生涯学習推進計画』
　　　　　　　　　　　　　　　が策定されました

　現在の過疎化・少子高齢化や核家族化にともない、地域社会や家庭が変化する中で、心

豊かで充実した生活を送るために、「生涯学習」をとおして、まちづくり・ひとづくりに活

かしていくことが強く求められています。

計
画
策
定
を
担
当

し
た
県
派
遣
社
協

主
事
の
丸
山
信
夫

さ
ん

　
生
涯
学
習
は
、
今
ま
で
趣
味
の

活
動
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
計
画
で
は
家
庭
や

地
域
の
た
め
に
学
習
の
成
果
を
活

か
し
て
い
く
こ
と
を
皆
さ
ん
に
お

薦
め
し
て
い
ま
す
。

　
多
様
化
さ
れ
た
社
会
の
な
か
で
、

人
々
の
暮
ら
し
を
、
よ
り
潤
い
の

あ
る
も
の
に
す
る
に
は
、
行
政
だ

け
で
は
な
く
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り

の
地
域
へ
の
か
か
わ
り
が
必
要
で

す
。

r……・・…一……一…一一…・・一…・・……一・・一・一一生涯学習ってなんですか？……一・・……一・一・・一一・・・…一…一・一一・…一…・1
■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
■

　　　　生涯をとおして明るく楽しく学び、社会の中で元気に自分を活かしていく．それには

　　　　　　いつでも

若いころだけでなく、仕事や家庭をもって

も、高齢者になっても

　　　　　　どこでも

家庭でも、地域や集落でも、学校・公民館

でも、企業でも

　　　　どんなことでも

趣味の活動やスポーツ、ボランティア、仕

事や家庭に役立つことなど

一人でも、

でも

どんな方法でも

グループでも、計画的でも突然

』■■■■巳■■■■”■■■■■■■■”■．■■■■■■■■”■■■■■■■■■■■■■■■■■■目■■■■置■”■■ロ■■■■■■■．■，置■”■■■■■■■■■■■■’■”■■■■●■■■■■■■■■”■■■■■■■■■■■■■■■’■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■ロ■■5■■”””■■■■■■■ロ■■■”■■■■

1一生涯学習はなぜ必要なのですか？一1
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

暉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置

　趣味の活動、教養を高める活動、スポー

　ッなどを行うことで楽しく生き生きと過

　ごすことができます。

　職業に関する、より高度な知識や技能の

　習得、資格の取得が求められています．

　生涯学習の成果を、家庭生活や地域社会

　に生かしていくことが大切です。

①心の豊かさ、生きがい、健康のため

②　職業に生かすために

③　よりよい家庭や地域のために

』■■■■■■■■■■■陽■圃ロ・■■■■置■■■■■巳■■■■■■■■●■■■■■■■■■■■■■馴■■■■■■■■■■■■■■■雪’■’■薗■■■ロ■■■■■

1一・…一・……松代町がめざす生涯学習……・・・・・・…1
ロ

i（ii）学びを生かして住繍萱し

：　　　　（地域の課題への取組み、ボランァィア活動の推進）

i◎作り上げよう地域の輪

：　　　　（人を育む活力ある地域づくり）
i㊧大地の恵みで新価値づくり

≡　　　　（農村文化産業の振興）
i⑭Vりでも自由に一学習一スポーツ

i　　　　（だれでも学べる学習活動の振興）
ロ

i　　　　町内で行われている生涯学習に関する取り
コ

≡　　　組みは、教育委員会発行の「生涯学習だより
コ

i　　　ユキツバキ」で随時紹介しています．
：
■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』■■■■■■■置■胴■■■■■■■■■■■■■■■麗■，■■■■■匿■■瞳■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■巳■■■■隅■巳■■■■5■■■■■■■■■■■

松代町「第2次生涯学習推進計画」は松代町教育委員会でご覧いただけます．（TEL7－2301）
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鯉
の
放
流
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
犬
伏

　
4
月
2
8
日
、
今
年
も
犬
伏
の

伊
沢
橋
と
平
行
に
、
3
0
0
匹

の
鯉
の
ぼ
り
が
、
渋
海
川
上
空

に
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
こ
の
作
業
を
行
っ
て

い
る
の
は
犬
伏
「
け
や
き
の
会
」

（
代
表
柳
誠
一
さ
ん
）
の
み
な
さ

ん
で
す
。
こ
の
日
も
メ
ン
バ
ー

15

人
で
、
川
岸
の
両
端
約
2
0

0
m
に
2
本
の
鉄
線
を
渡
し
、

町
内
外
か
ら
集
め
ら
れ
た
鯉
の

ぼ
り
を
取
り
付
け
ま
し
た
．

　
け
や
き
の
会
〉

　
こ
の
活
動
も
、
今
年
で
1
6
年

目
に
な
り
、
5
月
8
日
の
松
代

町
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
行

事
「
七
ツ
参
り
」
に
松
苧
神
社

に
訪
れ
る
参
拝
客
を
も
て
な
し

ま
す
。
作
業
を
し
な
が
ら
代
表

の
柳
さ
ん
は
、
「
七
ツ
参
り
と
登

竜
門
伝
説
（
中
国
に
伝
わ
る
故

事
、
鯉
が
黄
河
の
急
流
を
さ
か

の
ぼ
り
、
竜
門
と
い
う
滝
を
登

り
切
る
と
竜
に
な
っ
て
天
に
昇

　
　
　
　
　
　
　
を
か
け
あ
わ

る
と
い
う
伝
説
）

鉄
線
に
鯉
の
ぼ
り
を
一
つ
一
つ
て
い
ね
い
に
取
り
つ
け
て

い
る
け
や
き
の
会
の
み
な
さ
ん

せ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
強
く
、

た
く
ま
し
く
、
立
派
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
願
い
な
が
ら
、
訪
れ

る
人
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
」
と

額
に
汗
を
に
じ
ま
せ
て
話
し
て

い
ま
し
た
．

　
さ
わ
や
か
な
風
に
ゆ
ら
れ
、

ま
ぶ
し
い
春
の
光
で
渋
海
川
の

川
面
に
映
さ
れ
る
影
は
、
子
供

た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
き
た

鯉
の
ぼ
り
が
、
こ
の
よ
う
な
か

た
ち
で
生
か
さ
れ
て
、
さ
も
喜

ん
で
泳
い
で
い
る
か
の
よ
う
に

見
え
ま
し
た
．

　
こ
の
季
節
、
松
代
町
の
一
つ

の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

瞬妻灘黙羅
　　　　　　黙

灘
き灘灘灘

鐵

総
．

「運転手さん。わき見しないでね」

仲
良
く
楽
し
く
生
き
生
き
と

松
寿
大
学

　
　
　
　
創
立
1
5
周
年

　
4
月
2
7
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
松
寿
大
学
の
創
立
1
5

周
年
を
記
念
し
て
、
式
典
と
記

念
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
式
典
に
は
、
関
谷
町
長
・
石

野
議
長
及
び
地
元
関
係
者
、
な

ら
び
に
東
京
松
代
会
か
ら
牧
田

嘉
正
会
長
・
関
谷
徳
次
郎
最
高

顧
問
を
は
じ
め
9
人
を
来
賓
に

招
き
、
松
寿
大
学
学
生
1
3
0

人
が
集
ま
る
な
か
、
功
労
者
へ

の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
記
念
事
業

と
し
て
、
神
田
愛
山
さ
ん
の
講

談
が
あ
り
、
皆
さ
ん
楽
し
そ
う

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

学士号授与のようす

　
新
し
い
松
代
町
社
会
教
育

委
員
さ
ん
と
松
代
町
文
化
財

保
護
審
議
委
員
の
皆
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
．

（
任
期
は
平
成
1
4
年
4
月
～

平
成
1
6
年
3
月
ま
で
）

〈
社
会
教
育
委
員
〉

学
校
教
育

　
〃

学
識
経
験
者

社
会
教
育

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

齋
藤
國
平

井
部
充
夫

井
上
　
功

関
谷
八
郎

米
持
実
夫

高
橋
多
一
郎

瀬
沼
伸
彦

関
谷
初
子

小
嶋
務

柳
良
枝

〈
松
代
町
文
化
財

　
　
　
保
護
審
議
委
員
〉

　　　　　　　　　　　　　　委議

〃　　〃　　〃

長員

関
谷
哲
郎

佐
藤
正
平

樋
口
芳
男

井
上
　
功

山
本
善
平
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登H場
　
村
上
さ
ん
は
滋
賀
県
生
ま
れ

で
4
0
歳
で
す
．
昨
年
4
月
に
茨

城
県
つ
く
ば
市
か
ら
十
日
町
市

に
あ
る
独
立
行
政
法
人
・
森
林

総
合
研
究
所
十
日
町
試
験
地
に

主
任
研
究
官
と
し
て
赴
任
し
、

松
代
に
住
ん
で
い
ま
す
．
ふ
だ

ん
は
、
森
林
水
源
か
ん
養
機
能

な
ど
雪
の
森
林
に
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ご
ろ
か
ら
天
体
捜
索
に
興

味
を
も
ち
ま
し
た
か

　
小
学
5
年
生
か
ら
天
体
観
測

を
は
じ
め
、
中
学
2
年
の
夏
に

双
眼
鏡
で
夜
空
を
見
て
い
た
ら

偶
然
に
す
い
星
を
見
つ
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
数
週
間

前
に
日
本
人
が
見
つ
け
た
も
の

広
い
・
ひ
ろ
ー
い
宇
宙
の
な
か
の
ー
つ
の
星

　
　
村
上
茂
樹
さ
ん
（
農
学
博
士
・
松
代
）
新
す
い
星
発
見

　
3
月
1
2
日
明
け
方
4
時
2
0
分
、
松
之
山
町
で
東
の
空
に
輝
く
一
つ
の
名
も
な

い
星
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
名
も
「
ス
ナ
イ
ダ
ー
・
村
上
す
い
星
」
す
い

星
は
、
そ
れ
を
最
初
に
発
見
し
た
人
の
名
前
が
付
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
す
い
星

は
米
国
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
ダ
グ
ラ
ス
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
氏
も
同
じ
頃
に
観
測
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
二
人
の
名
前
を
と
っ
て
、
こ
の
名
前
が
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

で
し
た
．
だ
け
ど
、
自
分
が
発

見
者
の
よ
う
に
心
が
躍
り
ま
し

た
．
そ
の
時
か
ら
す
い
星
捜
索

に
ひ
か
れ
、
現
在
は
1
年
か
け

て
自
分
で
作
っ
た
直
径
4
6
㎝
の
反

射
型
望
遠
鏡
で
月
に
3
回
程
観

測
を
し
て
い
ま
す
．

「
ス
ナ
イ
ダ
ー
・
村
上
す
い
星
」

は
ど
ん
な
星
で
す
か
。

　
こ
の
す
い
星
は
、
発
見
当
時

わ
し
座
の
中
に
あ
り
地
球
か
ら

約
2
億
2
千
万
㎞
（
地
球
と
太

陽
の
間
の
約
1
・
5
倍
）
離
れ

て
い
ま
し
た
。
明
る
さ
は
n
等

級
な
の
で
肉
眼
で
の
確
認
は
で

き
ま
せ
ん
。
す
い
星
が
太
陽
に

接
近
す
る
明
け
方
が
観
測
に
適村上さん手作りの望遠鏡

し
て
い
る
た
め
、
ま
だ
暗
い
午

前
3
時
く
ら
い
か
ら
望
遠
鏡
を

の
ぞ
き
ま
し
た
。
最
近
は
太
陽

観
測
衛
星
や
自
動
発
見
装
置
に

よ
る
プ
ロ
の
発
見
が
多
く
、
ア

マ
チ
ュ
ア
天
文
家
も
新
し
い
す

い
星
は
な
か
な
か
発
見
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

今
年
は
今
回
の
も
の
を
含
め
て

ア
マ
チ
ュ
ア
に
よ
っ
て
世
界
中

で
す
で
に
3
つ
の
新
す
い
星
が

発
見
さ
れ
て
お
り
、
ア
マ
チ
ュ

ア
天
文
家
の
関
心
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
．

ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
お
く
る
と
し
た
ら

　
松
代
町
は
、
空
気
も
澄
み
、

標
高
も
高
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

ホーム・ぺ一ジでもご覧いただけます。

「スナイダー・村上すい星」関連ホームページ

く発見ニュース＞
http：／／www．astroarts．co．jp／news／

　　　　　　　2002／03／13nao533／index－j．shtml

http：／／www．astroa■ts．co．jp／news／

　　　　　　2002／03／14c2002e2／index－j．shtm1

＜朝日新聞　ひと＞

http：／／www．asahi．com／national／people／

　　　　　　　　　　　　k2002040100106．htm1

＜スナイダーさんのホームページ＞

http：／／palominas．com／observatoryO2．htm

で
天
体
観
測
に
は
最
適
で
す
。

　
「
な
ん
と
い
っ
て
も
、
新
し
い

星
に
は
自
分
の
名
前
が
付
け
ら

れ
る
の
で
、
天
体
観
測
は
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
．
多
く
の
方

が
興
味
を
も
っ
て
く
れ
れ
ば
い

い
で
す
ね
。
」
と
話
て
い
ま
し
た
。

　
『
星
に
願
い
を
…
』
と
い
う
よ

う
に
、
い
つ
も
、
い
く
つ
に
な
っ

て
も
星
に
は
ロ
マ
ン
が
あ
り
ま

す
。
村
上
さ
ん
の
遠
く
を
見
つ

め
る
瞳
は
、
星
の
よ
う
に
輝
い

て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
月
初
め
か
ら
、
太

陽
に
近
い
順
に
水
・
土
・
火
・

金
・
木
の
5
つ
の
惑
星
が
並
ぶ

「
惑
星
直
列
」
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
興
味
を
持
っ

て
、
今
す
ぐ
日
没
後
の
西
空
を

見
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
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！
畦
戦
電
㌧
畦
腎
唾
陶
－
喩
塵
i
、
畦
贈
聰
』
警
竃
！
睦
ぢ
瞳
隔
亀
㌧
暫
・
亀
㌧
曄
・
1
㌧
睦
・
ー
・
唾
噺
爾
陶
辱
戦
ー
隔
羅
戦
厘
・
亀
｝
町
・
ー
堅
畦
隔
閣
㌧
塵
隔
ー
隔
睦
も
ー
・
睦
㌧
駿
・
曝
㌧
庸
・
塵
噺
鰹
隔
ー
喚
陰
・
1
唾
辱
馬
亀
陶
陰
喀
ー
、
畦
㌧
ー
鞠
亀
㌧
町
軸
喚
幅
謄
』
ー
㌧
覆
、
1
、
睡
ー
ー
隔
塵
噴
1
、
畦
唾
ー
、
辱
唾
聯
、
町
雪
畦
隔
ー
㌧
遷
、
轟
、
畦
隔
1
、
暁
㌧
ー
矯
睦
噂
閣
軸
真
、
匿
陶
亀
陵
唇
㌔
1
』

鮮奪飛ミ

’驚鳶雛蟹か

轡雛簿
濤鍔藁1禰．．

醸難鐵霧蓑

騨

　
4
月
1
4
日
か
ら
J
A
十
日
町

し
ぶ
み
地
区
出
芽
セ
ン
タ
ー
（
室

野
）
で
、
水
稲
苗
を
出
芽
室
か

ら
砂
床
へ
搬
出
す
る
作
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
日
J
A
十

日
町
松
代
営
農
セ
ン
タ
ー
職
員

を
は
じ
め
、
室
野
生
産
組
合
の

み
な
さ
ん
2
0
人
が
作
業
を
行
い
、

運
ば
れ
て
く
る
水
稲
苗
を
1
枚

1
枚
砂
床
に
並
べ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
施
設
で
は
、
松
代
町
・
松

之
山
町
の
農
家
5
0
0
戸
を
対

象
と
し
て
、
約
1
7
0
診
分
を

育
苗
し
て
い
ま
す
。
　
「
今
年
は

暖
か
く
苗
の
成
長
も
順
調
で
す
．
」

と
J
A
十
日
町
松
代
営
農
セ
ン

タ
ー
の
小
堺
さ
ん
は
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
農
作
業
の
手
始
め
と
な
る
こ

の
作
業
．
こ
れ
か
ら
農
業
の
本

番
を
む
か
え
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
、

　
　
　
　
　
　
　
　
“
，
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ミ
…

新
潟
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰
を

受
け
た
佐
藤
豊
彦
さ
ん
（
室
野
）

　
佐
藤
さ
ん
は
、
2
5
年
間
に
わ

た
り
統
計
調
査
員
と
し
て
従
事

し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ら
れ

こ
の
た
び
新
潟
県
統
計
協
会
総

裁
（
平
山
県
知
事
）
か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
は

「
こ
こ
ま
で
や
れ
た
の
も
地
域
の

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
に

こ
や
か
に
話
し
て
い
ま
し
た
．

平
成
1
4
年
度
商
業
統
計
調
査
が

は
じ
ま
り
ま
す

　
6
月
1
日
か
ら
全
国
一
斉
に

商
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
．

商
業
統
計
調
査
は
、
国
や
都
道

府
県
、
市
区
町
村
な
ど
の
こ
れ

か
ら
の
行
政
を
考
え
て
い
く
う

え
で
、
大
切
な
資
料
と
な
る
も

の
で
す
。
5
月
下
旬
か
ら
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

松
代
交
番

　
塩
崎
　
正
所
長

　
　
　
　
　
（
新
井
警
察
署
）

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
事
件
・
事
故
の
な
い
安
心

し
て
住
め
る
町
と
な
る
よ
う
努

め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
．

一・・一一一町から感謝状一一一・一一・

　
こ
の
春
交
通
安
全
指
導
員

を
退
職
さ
れ
た
山
賀
巳
喜
夫

さ
ん
（
松
代
）
、
高
橋
多
一
郎

さ
ん
（
莇
平
）
に
町
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
．

　
山
賀
さ
ん
は
2
0
年
間
、
高

橋
さ
ん
は
1
0
年
間
、
交
通
安

全
指
導
員
と
し
て
、
地
域
の

交
通
安
全
を
願
っ
て
活
躍
さ

れ
ま
し
た
．
交
通
量
の
増
加

や
道
路
の
高
速
化
に
と
も
な

い
、
大
き
な
事
故
が
心
配
さ

れ
る
な
か
、
交
通
事
故
か
ら

地
域
の
人
た
ち
を
守
る
た
め
、

「
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
」

と
高
橋
さ
ん
は
話
し
て
い
ま

し
た
．
な
お
、
新
た
に
相
沢

忠
さ
ん
（
松
代
）
、
高
橋
恒
司

さ
ん
（
松
代
）
が
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

　
松
代
町
の
監
査
委
員
を
務

め
て
い
た
小
堺
清
さ
ん
（
蒲

生
）
に
町
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
．

　
小
堺
さ
ん
は
、
平
成
4
年

6
月
に
就
任
さ
れ
、
9
年
9
ヶ

月
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
今

年
3
月
に
退
任
さ
れ
ま
し
た
．

町
の
監
査
委
員
を
務
め
る
ほ

か
、
郡
の
監
査
委
員
会
の
会

長
、
県
町
村
監
査
委
員
会
の

副
会
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
．

退
任
に
あ
た
り
小
堺
さ
ん
は
、

「
町
の
会
計
を
監
査
す
る
立
場

に
あ
り
、
そ
の
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
長
い
問

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

な
お
、
後
任
に
は
鈴
木
利
雄

さ
ん
（
松
代
）
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
．
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孟地小

奴奈川小

松代小

奴奈川小

奴奈川小

松代JRC　五十嵐春彦

　　柳　太志
　　小嶋優介
11位中澤政文
奴奈川小　中澤　成一

　　米持和成
　　石黒良和
女子3×2kmリレー（2月3日）

8位石田沙織
松代JRC　小嶋なつみ

　　市川正恵
9位斉木千里
奴奈川小　佐藤　千紘

　　小堺真央
11位中澤優子
奴奈川小　南雲　美佳

　　中澤里奈
中学校

第52回松之山スキー大会（松之山町）

男子5kmクラシカル（2月3日）

1位五十嵐太博
5位小堺里志
8位柳　悠太
15位田辺邦幸
17位井上智晴
女子3kmクラシカル（2月3日）

11位樋口友佳子
男子4×5kmリレー（2月3日）

1位田辺邦幸
　　小堺里志
　　五十嵐太博
　　柳　悠太
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＜アルペン＞

中学校

第52回松之山スキー大会

　　　　　（松之山町）
男子大回転（2月3日）

16位関谷勝太
女子大回転（2月3日）

2位鈴木久代
4位鈴木　彩
第52回上越地区中学校スキー大会

　　　　　（妙高高原町）
男子大回転（1月10日）

18位関谷勝太
女子大回転（1月10日）

6位鈴木久代
13位鈴木　彩
女子回転（1月11日）

5位鈴木久代
小学校

第52回　松之山スキー競技大会

女子5年生以下大回転（2月3日）

1・位関谷水希
6位相沢里奈
男子6年生大回転（2月3日）

19位駒形知彦
男子5年生以下大回転（2月3日）
15　位　相沢　祐樹

16位松澤　航
第49回　信越学童スキー大会

男子大回転（2月14日）

16位駒形知彦

男子15kmフリー（2月8日）

2　位　関谷　則和
男子4×5kmリレー（2月9日）
13　位　小堺　直人

　　関谷則和
　　渡辺　俊
　　松浦雅浩
女子3×3kmリレー（2月9日）

8位関谷有希
　　尾嶋奈穂
　　関谷智美

第57回国民体育大会冬季大会

スキー競技会（妙高高原町池の平）

男子10kmクラシカル（2月21日）

23位関谷則和
女子5kmクラシカル（2月21日）

21位関谷有希
2002全日本ジュニアスキー

　選手権大会（秋田県鹿角市）
女子5kmクラシカル（3月3日）

13位関谷有希
男子10kmフリー（3月4日）

11位渡辺　俊

18　位　馬場　拓朗

女子5kmクラシカル（1月24日）

4位関谷有希
8位尾嶋奈穂
13位関谷智美
14位　若月ゆかり

16位渡辺亜季
男子15kmフリー

　　（パシュート競技1月26日）

8位関谷則和
14位渡辺　俊
女子10kmフリー

　　（パシュート競技1月26日）

11位関谷有希
16位関谷智美
18位　若月ゆかり
男子4×10kmリレー（1月25日）

5位馬場拓朗
　　斉木勝紀
　　松浦雅浩
　　渡辺　俊
8位小堺直人
松高Bチーム　関谷　和樹

　　関谷則和
　　樋口誠也
女子3×5kmリレー（1月25日）

1　位　若月ゆかり

　　関谷有希
　　尾嶋奈穂
　　関谷智美
第51回全国高等学校スキー大会

　　　　　（青森県大鰐）
男子15kmクラシカル（2月6日）
18　位　関谷　則和

優秀競技者賞

住所 氏　　　名 種　目　等

松代 松代空手道協会（富澤えみ、市川美樹、柳鮎美）

空手
松代 松澤佳奈

犬伏 小嶋ちえみ ノルディックスキー

松代 松代高等学校体操部
体操

松代 金子克幸

松代 松代高等学校スキー部

　、ノルディックスキー松代 関谷則和

松代 関谷有希

体育功労賞

住所 氏　　　名 種　目　等

会沢 小野島良作 ゲートボール

体
育
協
会
長
か
ら
表
彰
を

受
け
る
松
中
生
徒

　
県
の
大
会
で
、
入
賞
を
果
た

す
な
ど
の
活
躍
し
た
選
手
を
体

育
協
会
長
が
表
彰
し
ま
し
た
．

　
写
真
は
、
松
代
中
学
校
の
柳

鮎
美
さ
ん
、
富
澤
え
み
さ
ん
、

市
川
美
樹
さ
ん
、
そ
し
て
小
嶋

ち
え
み
さ
ん
で
す
。
3
月
7
目

に
体
育
協
会
長
の
関
谷
八
郎
さ

ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
関
谷
さ
ん
は

「
計
画
し
、
結
果
を
反
省
、
そ
し

て
実
行
し
、
何
事
に
も
努
力
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
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㎜
　
　
東
京
奴
奈
川
会
総
会
参
加
記

””

　
私
は
竹
所
・
東
の
五
十
嵐
清

の
義
弟
で
大
西
武
久
と
申
し
ま

す
。
兄
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
奴

奈
川
会
の
会
員
と
し
て
仲
間
入

り
さ
せ
て
頂
い
て
、
早
八
回
目

の
総
会
と
な
り
ま
す
。
皆
様
に

温
か
く
迎
え
て
頂
き
、
い
ろ
い

ろ
ご
指
導
を
得
て
感
謝
し
て
い

ま
す
．

　
今
回
広
報
ま
つ
だ
い
の
原
稿

を
と
の
、
広
報
委
員
長
の
ご
指

名
に
よ
り
、
東
京
奴
奈
川
会
総

会
の
模
様
を
書
い
て
み
ま
し
た
．

　
4
月
1
4
日
㈲
信
濃
町
千
目
谷

会
堂
に
て
、
恒
例
の
東
京
奴
奈

川
会
総
会
が
、
両
壁
に
奴
奈
川

小
学
校
の
児
童
た
ち
の
絵
や
書

道
、
作
文
が
展
示
さ
れ
、
ほ
の

ぼ
の
し
た
会
場
で
松
代
町
長
、

奴
奈
川
小
学
校
長
ほ
か
松
代
町

関
係
者
十
数
人
、
友
誼
団
体
の

方
々
1
5
人
、
名
誉
会
員
9
人
（
新

大
　
西
　
武
　
久

　
　
　
　
　
千
葉
市
在
住

（
竹
所
・
東
五
十
嵐
清
義
弟
）

名
誉
会
員
4
人
全
員
参
加
）
、
一

般
会
員
八
十
数
人
の
出
席
者
の

も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
、
校
長
の
ご
挨
拶
は
松

代
町
の
様
子
が
手
に
取
る
よ
う

に
伝
わ
り
、
松
代
町
の
力
強
さ

が
感
じ
ら
れ
、
す
ば
ら
し
い
お

話
で
し
た
．

　
会
は
進
み
、
鏡
割
り
、
乾
杯
、

祝
宴
へ
と
な
り
ま
し
た
．
お
弁

当
を
開
け
る
や
、
山
菜
に
飛
び

つ
き
味
わ
い
な
が
ら
、
子
供
の

頃
の
懐
か
し
い
事
、
楽
し
か
っ

た
事
に
話
の
花
が
咲
き
、
ア
ッ

チ
コ
ッ
チ
笑
い
声
の
大
合
唱
。

　
カ
ラ
オ
ケ
、
踊
り
、
福
引
き

あ
り
で
会
場
大
騒
ぎ
で
、
昔
の

少
年
少
女
に
話
も
尽
き
な
い
が
、

時
間
が
ア
ッ
ト
い
う
間
に
過
ぎ
、

郷
土
盆
踊
り
と
す
す
み
、
壇
上

に
駆
け
上
が
り
、
踊
り
、
又
笑

顔
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。

　
い
よ
い
よ
牧
田
信
治
相
談
役

の
閉
会
の
挨
拶
と
な
り
、
そ
の

挨
拶
の
内
容
の
ユ
ニ
ー
ク
で
楽

し
い
お
話
は
大
好
評
。

　
合
唱
「
ふ
る
さ
と
」
を
全
員

で
と
、
壇
上
に
登
る
人
、
席
で

歌
う
人
、
皆
故
郷
の
こ
と
を
思

い
出
し
な
が
ら
精
一
杯
歌
っ
て

い
ま
し
た
．

　
そ
し
て
、
松
代
町
議
会
議
員

の
佐
藤
公
男
様
の
音
頭
で
万
歳

三
唱
し
、
来
年
の
再
会
を
約
束

し
て
総
会
は
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
東
京
奴
奈
川
会
、

東
京
松
代
会
が
永
久
に
続
き
ま

す
よ
う
、
新
し
い
会
員
が
入
会

し
て
く
る
会
に
、
楽
し
い
企
画

（
例
え
ば
今
回
の
ホ
タ
ル
鑑
賞
の

タ
ベ
と
か
）
を
積
極
的
に
計
画

し
、
今
後
益
々
の
発
展
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
．

東京だより

ふ
る
さ
と
体
験
「
ホ
タ
ル
鑑
賞
の
タ
ベ
」

　
澄
ん
だ
空
気
と
、
静
か
な
田
園
の
中
を
自
由
に
飛
び
回
る
「
ホ

タ
ル
の
里
」
へ
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
を
連
れ
て
体
験
旅
行
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
都
会
で
は
味
わ
え
な
い
思
い
出
が
き
つ
と
、
い
つ
ま
で
も
心
に

残
る
は
ず
…
．

日
時
　
6
月
2
2
目
ω
～
2
3
目
㈲

集
合
場
所
　
J
R
上
野
公
園
口
　
午
前
9
時

募
集
人
数
　
5
0
人
（
親
子
ペ
ア
2
5
組
）

体
験
場
所
　
松
代
町
周
辺

宿
泊
場
所
　
松
代
町
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
（
凱
0
2
5
5
9
1

　
7
1
2
3
4
3
）

参
加
費
用
　
大
人
1
4
0
0
0
円
　
子
供
9
0
0
0
円

申
込
先
　
松
代
・
峰
方
・
伊
沢
地
区
は
片
山
徳
重
（
皿
0
4
5
1

　
5
0
1
－
5
9
8
4
）

　
山
平
地
区
は
小
堺
貞
子
（
皿
0
3
1
3
9
2
1
1
8
4
6
2
）

　
奴
奈
川
地
区
は
米
持
新
吉
（
皿
0
4
7
－
3
8
3
－
1
8
3
1
）

　
6
月
5
目
㈱
ま
で
に
F
A
X
か
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

趣味の会

ハ
イ
キ
ン
グ
の
会
ご
案
内
と
会
員
募
集

　
ハ
イ
キ
ン
グ
の
会
で
は
今
年
、
夏
の
海
浜
散
策
と
秋
の
紅
葉
見

物
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
時
期
や
場
所
等
は
確
定
次
第
会
員
へ
ご
通
知
い
た
し
ま
す
。

●
入
会
・
計
画
案
内
ご
希
望
の
方
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
連
絡
先
〉

〒
1
2
5
－
O
O
6
2

葛
飾
区
青
戸
7
－
1
9
－
6

幹
事
　
柳
　
信
輔
（
伊
沢
地
区
）

モ
聡
0
3
－
3
6
9
0
1
0
2
7
1

70



松
代
の
自
然

コ
チ
ド
リ

　
　
　
　
　
（
チ
ド
リ
科
）

　
平
成
1
4
年
4
月
7
日
の
日

曜
日
に
奴
奈
川
地
区
の
「
春

の
し
み
わ
た
り
」
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

懸
鶴
　
騨

淵

舞

鑛

轟幹

鞭
轟

羅
　
．

　　　　　　　　『　　　ず　　　　　　『

　p　　　F”㌦1■》r　　　　　　　　　　　　、r　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　
去
年
は
、
4
月
8
日
に
峠

深
山
と
い
わ
れ
る
鍋
立
山
で

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は

室
野
の
鶏
足
山
へ
雪
中
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
に
行
く
こ
と
に
な
り
、

地
区
の
老
若
男
女
が
大
勢
集

ま
っ
て
登
り
ま
し
た
．
鶏
足

山
は
標
高
4
0
1
癖
で
す
が
、

潮聾
灘一

あ
め

舞
　
暴
ー

謙
．

齢

鐸離

　　　’殊　帝　　　・暁　》、　　ン’　　　　　－　劇　，

㌦’雛…・．繁，獣灘灘i簸纏撒1弊．鑑輪・驚．，、羅　．．…．、　別、、騨．蕪

　写真＝小堺則夫さん（妙高北小学校長）撮影

轍
糠

噸
　
冒

な
か
な
か
い
い
登
山
コ
ー
ス

で
地
元
の
人
た
ち
か
ら
人
気

が
あ
り
ま
す
．
長
老
は
7
6
歳

の
お
爺
さ
ん
で
、
幼
少
の
方

は
4
歳
の
女
の
子
。

　
雪
解
け
が
進
ん
で
い
て
土

の
出
た
箇
所
が
多
い
雪
中
登

山
で
し
た
が
、
み
ん
な
楽
し

く
登
頂
し
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
山
裾
の
J
A
の
稚
苗
セ

ン
タ
ー
前
の
広
場
で
焼
き
肉

を
し
な
が
ら
昼
食
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
に
近
く
の
道
の

上
を
三
羽
の
小
鳥
が
も
つ
れ

あ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

イ
ソ
シ
ギ
で
も
あ
ろ
う
か
と

思
っ
て
小
型
双
眼
鏡
で
覗
い

て
み
た
ら
、
首
筋
に
黒
い
輪

の
模
様
が
あ
り
、
腹
は
白
く

背
中
は
褐
色
で
足
早
に
歩
き
、

イ
ソ
シ
ギ
の
よ
う
に
尻
を
上

下
に
は
ゆ
す
り
ま
せ
ん
で
し

た
。　

結
局
こ
れ
は
コ
チ
ド
リ
で

あ
る
と
確
認
し
ま
し
た
。
造

成
さ
れ
た
よ
う
な
荒
地
を
好

む
の
で
、
こ
ん
な
稚
苗
用
の

湿
地
帯
が
気
に
入
っ
て
繁
殖

し
よ
う
と
し
ペ
ア
を
組
も
う

と
し
て
い
る
の
に
、
別
の
一

羽
が
邪
魔
に
入
っ
て
争
っ
て

い
る
よ
う
な
様
子
で
し
た
。

　
コ
チ
ド
リ
は
、
チ
ド
リ
科

の
渡
り
鳥
で
春
早
く
渡
来
し

て
き
て
、
秋
に
は
南
へ
渡
り

ま
す
。
砂
地
や
砂
利
の
う
え

に
簡
単
な
巣
を
構
え
て
雛
を

育
て
、
敵
が
近
づ
く
と
親
は

擬
傷
と
い
う
ケ
ガ
を
し
た
ま

ね
を
し
て
敵
の
関
心
を
引
き

付
け
て
、
雛
は
砂
利
と
同
じ

色
な
の
で
難
を
逃
れ
、
親
は

飛
び
立
つ
、
と
い
う
手
段
で

身
を
守
る
こ
と
で
有
名
で
す
．
』

　
足
早
で
歩
き
、
途
中
で
ピ

タ
リ
と
止
ま
っ
た
り
す
る
、

そ
ん
な
酔
っ
払
い
の
足
を
千

鳥
足
と
い
う
の
も
こ
こ
か
ら

き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
松
之
山
町
の
方
で
何
度
か

見
か
け
た
も
の
で
し
た
が
、

松
代
町
で
も
野
鳥
研
究
家
の

関
谷
八
郎
さ
ん
が
何
例
も
確

認
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
稚
苗
セ
ン
タ
ー
も
稲
の
苗

づ
く
り
に
忙
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
コ
チ
ド
リ
た
ち
の

行
く
末
を
見
守
っ
て
や
り
た

い
も
の
で
す
．

　
　
（
文
　
高
橋
八
十
八
）

　
4
月
2
7
目
、
八
王
子
市
職
員
組
合
と
の

交
流
5
周
年
を
記
念
し
て
、
旧
菅
刈
分
校

の
校
庭
に
植
樹
を
し
ま
し
た
．

　
こ
の
日
、
交
流
関
係
者
で
あ
る
八
王
子

市
職
員
組
合
の
藤
岡
一
昭
委
員
長
は
じ
め

松
代
交
流
担
当
者
と
菅
刈
・
田
沢
八
王
子

交
流
会
（
代
表
高
橋
了
一
さ
ん
）
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
り
、
昨
年
「
緑
の
百
年
物
語
」

事
業
で
配
布
を
う
け
た
桜
の
木
3
本
を
植

え
ま
し
た
。
年
々
交
流
も
活
発
に
な
り
、

今
年
も
松
代
町
と
八
王
子
市
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
、
自
然
体
験
教
室
な
ど
1
0
回
程
の

交
流
活
動
を
計
画
し
て
お
り
、
一
年
を
と

お
し
て
八
王
子
市
か
ら
も
多
く
の
人
た
ち

が
松
代
を
訪
れ
ま
す
。

77



・…1里創プラン通信D・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…●●…●●●・●●●”●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●’

　
圏
影
堀

雪
国
農
耕
文
化
村

　
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

　
　
　
名
称
と
愛
称
を
募
集

　
松
代
駅
南
（
裏
）
側
に
来
年

春
オ
ー
プ
ン
予
定
の
雪
国
農
耕

文
化
村
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

名
称
と
愛
称
を
募
集
し
ま
す
．

　
官
製
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
名
称
及
び
愛
称
を

ご
記
入
の
う
え
、
5
月
31
日
ま

で
に
役
場
企
画
振
興
課
内
「
文

化
村
セ
ン
タ
ー
名
称
及
び
愛
称

募
集
係
」
宛
、
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
採
用
さ
れ
た
人
に
は
粗

品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
．

　
な
お
、
新
し
く
経
営
者
に
な

ら
れ
る
人
の
希
望
に
ょ
り
、
名

称
等
が
変
更
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と

は
企
画
振
興
課
企
画
調
整
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
皿

7
－
2
2
2
0
）

………・…・……・…一・一……・一・…・・・…一・…・一……一できごと一…・・一……・一…一一一一・・……・……一・…・・…・………

ほ
く
ほ
く
線
開
業

5
周
年
記
念
事
業

相
田
み
つ
を
展
か
ら

　
言
葉
で
自
分
の
意
志
を
率
直

に
伝
え
る
の
は
む
ず
か
し
い
で

す
。
多
く
を
語
ら
ず
、
派
手
さ

は
な
く
、
簡
潔
な
言
葉
が
な
ぜ

か
心
に
強
く
響
き
、
勇
気
づ
け

ら
れ
る
。
そ
の
詩
に
出
会
っ
た

と
き
、
誰
し
も
そ
う
思
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
ん
な
作
品
が
集
め
ら
れ
た

「
相
田
み
つ
を
展
」
。
ほ
く
ほ
く

線
開
業
5
周
年
を
記
念
し
て
、

4
月
2
6
日
か
ら
ふ
る
さ
と
会
館

で
、
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
地
域
振

興
連
絡
協
議
会
の
主
催
に
よ
り

行
わ
れ
、
期
間
中
5
3
0
0
人

程
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）作品説明をする相田みつを美術館長（写真中央

す
く
す
く
一
兀
気
に

　
　
　
大
き
く
な
ー
れ
1

　
4
月
2
5
目
松
代
活
性
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
今
年
第
1
回

目
の
す
く
す
く
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
．
こ
の
教
室
は
、
平

成
8
年
か
ら
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
が
、
保
育
園
入
園
前

の
幼
児
を
対
象
と
し
て
行
っ
て

お
り
、
こ
の
日
も
幼
児
2
0
人
が

元
気
に
お
ゆ
う
ぎ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
の
日
参
加
し
た

若
井
喜
代
美
さ
ん
は
「
2
年
間

参
加
し
て
い
ま
す
．
子
供
同
士

の
遊
び
方
を
覚
え
て
く
れ
る
の

で
、
よ
い
学
習
に
な
り
ま
す
」

と
楽
し
そ
う
で
し
た
．
少
子
化

の
中
で
母
子
間
の
交
流
が
図
れ

れ
ば
と
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
遠

足
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
で
年

問
1
5
回
行
わ
れ
ま
す
。
問
い
合

わ
せ
松
代
保
育
園
（
7
－
2
1

7
8
）

灘
嶽
滋
の
藩
慧
鞍
灘
綴
難
蓬
籔

「
千
寿
華
の
会
」
か
ら
松
代
町

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

　
4
月
2
1
目
、
ふ
る
さ
と
会
館

に
お
い
て
舞
踊
「
千
寿
華
の
会
」

が
催
さ
れ
約
3
0
0
人
が
会
場

に
訪
れ
て
、
優
美
な
舞
に
酔
い

し
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
大

河
流
直
門
師
範
で
あ
る
山
岸
幸

子
さ
ん
（
室
野
）
の
米
寿
を
祝
っ

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
開
催
に

あ
た
り
松
代
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
が
贈
ら
れ
ま
し
た
．

寄
付
金
　
5
万
円

参議院新潟県選出議員

　補欠選挙の結果

　　　（4月28日執行）

候補者氏名 松代町計

くわはら加代子 304

つかだ一郎 1，583

黒岩たかひろ 1，082

松代町投票率％ 82．57

第
6
9
回
郵
政
記
念
日

　
4
月
2
2
目
、
松
代
郵
便
局
で

松
代
区
長
の
高
橋
芳
平
さ
ん
を

一
目
郵
便
局
長
に
む
か
え
、
第

69
回
と
な
る
郵
政
記
念
日
（
2
0

日
）
の
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
式
典
の
中
で
高
橋
さ

ん
か
ら
、
「
郵
便
は
、
出
せ
ば
届

く
と
い
う
住
民
か
ら
の
安
心
さ

と
信
頼
の
中
で
、
日
々
の
業
務

に
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
」
と
激

励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
西
條

和
夫
局
長
は
「
松
代
郵
便
局
開

局
か
ら
1
2
6
年
、
今
後
も
地

域
の
皆
様
か
ら
親
し
ま
れ
、
愛

さ
れ
る
郵
便
局
を
め
ざ
し
ま
す
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　1饗鷺』慧蘇難騰
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虫
歯
の
な
い
よ
い
歯
の
子

　
4
月
1
2
日
と
1
7
日
に
行
っ
た

歯
科
健
診
の
結
果
で
す
．

（
対
象
児
一
平
成
1
0
年
4
月
～

平
成
1
3
年
4
月
生
ま
れ
　
受
診

者
5
7
人
）

4
歳
児

村
山
　
龍
矢

3
歳
半
児

石米西山斎柳
丸持潟本藤

真博弘優優旺
緒幸甚希花志

3
歳
児

若
井
ひ
か
り

高
橋
　
優
羽

2
歳
半
児

柳南山若山春
　雲本井本日

拓勝翔麗　壮
郎人大奈桜雅

2
歳
児

樋
口
　
佳
恋

横
尾
　
千
聖

斎
藤
僚
太

若
井
　
瑞
紀

関
谷
優
太
郎

柳
　
　
虹
帆

1
歳
半
児

柳
　
　
瑠
伽

黒
木
　
龍
信

菅
井
　
　
光

小
野
島
　
陸

小
島
　
賢
吾

関
谷
　
祐
哉

牧
田
　
彩
海

富
沢
　
郁
矢

中
村
　
陽
菜

1
歳
児

関
谷
　
雅
衣

市
川
　
冬
唯

小
島
　
知
仁

小
堺
　
大
樹

佐
藤
　
花
音

高
橋
　
輝
和

鈴
木
　
大
貴

村
山
　
　
翔

小
堺
　
泉
季

仲
村
　
未
来

上
村
　
綾
美

樋
口
　
祐
香

住
民
課
環
境
保
健
衛
生
係

　
　
　
　
か
ら
の
お
ね
が
い

　
本
年
度
か
ら
ご
み
の
収
集
体

系
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
ご
み

の
種
類
ご
と
に
指
定
袋
が
使
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
集
収
品

目
以
外
の
物
が
出
さ
れ
た
り
し

て
残
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、

ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺

の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
．

名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
な
く
、

誰
の
物
か
わ
か
ら
な
い
物
に
つ

い
て
は
役
場
で
指
定
袋
を
用
意

し
ま
す
の
で
、
各
地
区
の
当
番

な
ど
の
方
は
住
民
課
窓
口
ま
で

取
り
に
来
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
．

麓
表
示
の
あ
る
菓
子
袋
等
の

　
　
　
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
最
近
の
菓
子
袋
等
に
包
マ
ー

ク
の
あ
る
物
が
多
く
あ
り
、
分
別

の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
き
て
い

ま
す
．
十
日
町
地
域
衛
生
施
設

組
合
で
は
今
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら

の
も
の
を
資
源
化
す
る
施
設
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
「
燃
や
す
ご

み
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
課
環
境

保
健
衛
生
係
（
7
　
2
2
2
0
）

十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
「
霧

谷
処
分
場
」
が
4
月
1
7
日
か
ら

開
場
し
て
い
ま
す
。

　
搬
入
路
は
、
川
西
町
道
田
中

藤
沢
線
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

国
道
2
5
2
号
線
越
ケ
沢
ト
ン

ネ
ル
中
仙
田
側
の
林
道
及
び
県

道
十
日
町
川
西
線
（
農
道
）
は

工
事
等
に
よ
り
通
行
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
お
願
い
〉

　
霧
谷
処
分
場
は
一
般
廃
棄
物

の
最
終
処
分
場
で
す
。
ご
み
の

分
別
（
資
源
化
）
を
徹
底
し
、

可
燃
物
や
産
業
廃
棄
物
は
絶
対

に
持
ち
込
み
を
し
な
い
で
く
だ

さ
い
．
ま
た
、
収
集
作
業
中
に

発
火
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
ス
プ
レ
ー
缶
の
ガ
ス
抜
き

や
ス
ト
ー
ブ
の
灯
油
の
抜
き
取

り
を
必
ず
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
．

問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
地
域
衛

生
施
設
組
合
（
皿
0
2
5
7
－

5
2
1
3
9
2
4
）

～インフォメーションof　the検査室～松代病院だより

臨
床
検
査
っ
て
何
？

　
み
な
さ
ん
臨
床
検
査
を
ご
存
知
で
す
か
。

　
病
院
に
か
か
り
ま
す
と
「
お
し
っ
こ
の
検
査
し
ま
す
ネ
」
、

「
血
液
を
採
っ
て
調
べ
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
か
．
か
つ
て
医
療
の
実
施
・
疾
病
の
診
断
は
、

医
師
の
主
観
に
よ
る
思
考
・
経
験
に
よ
る
判
断
で
行
な
わ
れ

て
い
ま
し
た
．

　
し
か
し
、
医
療
・
公
衆
衛
生
の
分
野
で
は
、
科
学
的
手
法

に
よ
る
科
学
的
な
裏
付
け
、
数
値
に
基
づ
く
客
観
性
が
大
切

で
す
。
こ
の
客
観
性
の
あ
る
事
実
と
し
て
、
患
者
さ
ん
の
も

つ
化
学
的
・
微
生
物
学
的
・
形
態
学
的
あ
る
い
は
生
理
学
的

な
変
化
を
測
定
す
る
の
が
臨
床
検
査
で
す
。

　
松
代
病
院
検
査
室
は
、
ス
タ
ッ
フ
3
人
で
さ
ま
ざ
ま
な
器

械
を
導
入
し
、
緊
急

検
査
に
つ
い
て
は
、

30
分
以
内
に
結
果
を

報
告
す
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
ま
す
．

　
地
域
の
方
々
の
健

康
を
陰
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
臨
床
検
査
室
。

こ
れ
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
．

心電図
聴力検査

）Oo
尿・便検査

査検波音超
。
。
。

　
も

（翌
　、つジノ

．．8壁態》／
スオ書1

し
（若く描きすぎたかも…）

査
亀

齢細

ンヘー汽

叩亡ノ

オ㊥

液
査

血
検
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女性ライフステージ相談会

上越健康福祉環境事務所（上越保

健所）では女性のライフステージ

における様々な問題について、産

婦人科医師による相談会を開催し

ています．性、妊娠、更年期障害

等でお悩みの方、また不妊治療に

関する情報等を御希望の方、お気

軽にお問い合わせください．

日時：6月18日ψ℃

　　午後1時30分～3時30分
場所：上越健康福祉環境事務所

料金：無料（予約必要）

問い合わせ：上越健康福祉環境事務所

　　　　（丁肌0255－24－6132）

両
足
を
す
っ
く
と
伸
ば
し
鷺
が

　
　
し
ゅ
ん
ぎ
ょ
う

二
羽
春
暁
の
川
の
天
空
を
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

年
月
の
重
み
染
み
た
る
大
正
医

院
の
看
板
降
せ
り
四
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

動
揺
の
激
し
き
今
日
は
車
椅
子

の
客
の
う
す
髪
涙
し
て
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

さ
き
が
け
て
芽
吹
け
る
ぶ
な
の

い
ち
じ
ゅ

一
樹
見
ゆ
雪
の
残
れ
る
林
の
中

に
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

　
し
ぶ
み
俳
句
会

ト
ン
ネ
ル
を
越
え
れ
ば
桜
満
開

に
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

鶯
の
声
を
背
中
に
山
く
だ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

白
木
蓮
一
夜
の
雨
に
崩
れ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

看
護
婦
は
魚
沼
な
ま
り
花
莚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
水

凍
み
雪
の
面
暁
光
を
照
り
返
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

花
の
下
百
年
ぶ
り
の
渡
り
初
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

春
の
夢
さ
め
て
大
き
く
息
を
吸

い
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
し

雪
解
け
の
蛇
籠
噴
き
出
す
水
し

ぶ
き
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

不用になった着物ありませんか

　しぶみの家では、わらぞうりの

鼻緒などに使う着物を集めていま

す．不用になった着物などがあれ

ば、ご連絡ください．

詳しくはしぶみの家まで（7－3516）

堂
守
も
す
で
に
お
わ
さ

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
並
べ
て

の
波

落
椿
日
本
海
の
崖
っ
ぶ

　
　
　
こ
　
ち
と
よ

潮
騒
に
東
風
響
も
し
て

ぶ
な
林
一
本
早
く
芽
ぶ

海
鳴
り
も
鄙
び
し
宿
の

音
立
て
て
春
風
を
食
う

な　
　
　
ゆ

海
原
を
航
く
一
船
や
花

1翔き龍岩鐵ち月遊朴ず耕す山風折桜耕雲ユ
1た屋　 ぶ落み車か1山り峰堂堂　目春雪椿山れ路か人な人影

　
蒲
生
句
会
名
立
吟
行

荒
海
に
織
り
な
す
春
の
雲
の
影

編集室

新担当第1号をお届けします。前任者同様ご愛顧くださるようお願いします。

広報作成にはいろいろノウハウがあるらしく、ただ文章を書きつづればいいと

いうものではないそうです。読みやすく、わかりやすく、正確な事実をお伝えす

る。そんなことを考えていたらピタッと筆が止まりました。

今回はじめて取材を経験し、この町にはまだまだ自分の知らないことがいっぱ

いあるなとつくづく感じました。地域や文化に学び、人に学ぶ、どれもこれも貴

重な経験です。

人ロの動き

男　　2，084人　　（一2人）

女2，199人（＋7人）
計4，283人（＋5人）

世帯数　1，480世帯（8世帯）

出生　2人　　死亡　4人
転入　16人　　転出　9人

　　（14年4月末目現在）

日
圏
⇔
團
回

　
　
（
4
月
1
日
～
4
月
3
0
日
）

元
気
な
良
い
子
に
（
出
生
）

仲
村
　
　
萌
！
・
竜
太
・
千
秋
さ
ん

　
　
　
　
　
（
儀
明
・
た
け
ね
）

萬
羽
　
寿
樹
ノ
・
直
樹
・
千
寿
子
さ
ん

（
松
代
・
う
ら
ま
ち
の
ま
ん
ば
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

若
井
喜
八
郎
さ
ん
　
　
　
　
雛
歳

　
　
　
（
蓬
平
・
い
け
の
く
ぼ
）

小
島
　
良
治
さ
ん
　
　
　
　
8
6
歳

　
　
　
　
（
犬
伏
・
き
ち
い
ん
）

若
井
　
長
榮
さ
ん
　
　
　
7
7
歳

　
　
　
（
蓬
平
・
ど
う
の
ま
え
）

小
堺
松
次
郎
さ
ん
　
　
　
　
四
歳

　
　
　
　
（
蓬
平
・
お
お
に
し
）

幸
せ
多
い
人
生
を
（
婚
姻
）

中
嶋
　
　
晃
・
和
美
さ
ん

　
　
　
（
松
代
・
善
宗
塚
住
宅
）
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町の行事予定（5・6月）
ll（火） 松代町ゲートボール選手権大会総合グランド9二〇〇～

幼児健診松代活性化センター

22（水） ツベルクリン反応検査　松代中13二30～

23休）

24（金）

B　C　G予防接種松代中13二30～
田沢地区花の道モデル事業花植国道沿線
心配ごと相談ディサービスセンター9二〇〇～宮沢

欝㈱、 わくわくチャレンジクラブ（野鳥観察）松代城山

駿、難灘

灘i…i灘霧辮萎……書

春季近隣市町村バドミントン大会総合体育館

27（月）

28（火）

29（水） 上越地区ゲートボール大会総合グランド9二〇〇～
越後田舎体験（府中第1中来町）5月31日まで

30（木）

松寿大学交通安全と防災について講演（問）松代町公

民館

消費者の日

31（金）

日赤社員増強運動（終了日）

心配ごと相談ディザービスセンター9：00～柳
世界禁煙デー

騨 気象記念日

灘…嚢1…難馨…藁1…違

　　1…
松代町各小学校運動会

3（月） 特設人権相談総合センター9二〇〇～

4（火） 歯の衛生週間（10日まで）

5（水）

日本脳炎予防接種松代小13：30～
環境の日

中学校郡陸上大会

6（木）

7（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9二〇〇～村山

懸欝

1…難嚢萎…灘妻…葦1…、糠

町芸能発表会総合体育館
町親善バレーボール大会松代中

10（月） 時の記念日

11（火）

12（水）

日本脳炎予防接種松代中13二30～
小学校修学旅行14日まで
中学校郡市体操大会

13休）

14（金） 心配ごと相談ディザービスセンター9：00～齋藤

轍欝

第6回ほくほく線沿線市町村親善バレーボール大会
松代中・総合体育館

父の日

松代町ソフトボール大会総合グラウンド

17（月）

18（火） 中学校郡市球技大会（19日まで）

19（水） 日本脳炎予防接種松代町総合センター13二30～

20休） 千年金鉢町営住宅建設地鎮祭10：00～

お知毬琶

　3月末の大正医院の閉院に伴い松代病院は、平成14年4月
から地域内で唯一の入院医療施設として、皆様が安心して医
療サービスを受けられるよう目夜努力しております。

　当病院の内科は、常勤医師2名が、毎日交代で100人からの

外来を担当しておりますが、患者の皆様に安全な治療を受け

ていただくため、より丁寧な診療に心がけております。しか
し、救急患者の対応や検査等のため皆様の診療時問が遅れる

ことがあります．特に、初めて松代病院に来られた患者の皆

様には待ち時間が長く大変ご迷惑をかけておりますことをお

詫びいたします。皆様の待ち時間解消のため、月曜日と水曜

日の午後は4時まで、受付をしておりますのでご利用くださ
い．なお、救急患者は、何時でも診療いたしますのでご連絡
ください。

　　　　鷹蹴粥臼．

　5月30日から建設リサイクル法が施行され、建築物の解体
工事等について、分別とリサイクルが義務付けられます．ま
た、工事の発注者は事前に「分別解体等の届出」が必要です．
【対象となる建設工事の規模】

工事の種類 規模の基準

①建築物の解体 床面積　80㎡以上

②建築物の新築・増築 床面積500㎡以上

③建築物の修繕・リフォーム 請負金額1億円以上
④その他の工作物に関する工事 請負金額500万円以上

届出・問い合わせ先　工事を行なう区域の県土木事務所

　国税局や税務署の税務職員採用試験を下記のとおり行いま
す。

1．受験資格：昭和57年4月2日～昭和60年4月1日生まれ
　の人

2．試験の程度：高等学校卒業程度

3．申込受付期問：6月19日（掬～6月26日（掬

4．申込先：人事院関東事務局　〒330－9712　埼玉県さいた
　ま市大字上落合2番地11（TELO48－740－2006）

5．問い合わせ：最寄の税務署総務課、人事院関東事務局ま
　で

鍔㈱難㈱㈱㈱灘灘雛叢霧i㈱㈱㈱㈱㈱㈱㈱陰

§　　午後7時蒙遜職貫難対応雛羅構蒙霧。　　塞

　　　　齢醐醗謙謎絡劃　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　§
用事等でどうしても午後5時15分までに窓ロにおいでになれない場合は、　塞

電話をいただければ職員が午後7時まで対応していますので、ご利用くだ　塞

さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家
もαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆαゆ謡
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嶺◆輔纏閥◇樋鵠斡幟樋纏幟く麟畷輔1しつ牽繊斡幟嶺◎酬斡嶺◎酬斡く屍輔纏嶺鋤や蓼剛斡嶺伽郡展入賞作品から齢

今
回
が
ら
昨
禦
．
郡
展
で

　
　
　
　
　
　
　
　
入
賞
じ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す

　
会慰轍

入

米持義一さん
　　（室野・89歳）

　イケ　　ヅツ　　ダイ　　ショウ

“生筒大小”

　　　’弘　♂　黛｝』～

　賞沢　曳
瞭載饗讐覇
素唐嚢’轟

がく瞬詫・a拗牌

陣戴躯炉瀦の
嫡騨碍鉱鯉で
こパ㌔・郭曾

　　　凪i猫i郎、1“

　聯勲繋鵬数

　
作
品
は
、
杉
材
の
八
角
面
取
筒
に
黒

柿
材
の
口
、
台
座
に
ケ
ヤ
キ
を
使
っ
た
、

素
材
の
色
あ
い
と
木
目
を
生
か
し
た
生

筒
で
す
。
米
持
さ
ん
は
大
工
の
仕
事
で

長
年
つ
ち
か
っ
た
匠
の
腕
前
を
工
芸
品

の
制
作
に
い
か
し
、
今
回
郡
展
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
．

　
米
持
さ
ん
が
郡
展
に
始
め
て
出
品
し

た
の
は
平
成
7
年
（
82
歳
）
の
と
き
．

知
人
の
進
め
で
「
日
本
刀
」
を
出
品
し
、

入
賞
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
そ
の

後
1
年
お
き
に
出
品
し
て
い
ま
す
．
「
展

覧
会
を
何
回
か
見
て
る
う
ち
に
自
分
も

作
っ
て
み
た
く
な
っ
て
そ
エ
」
と
話
す

米
持
さ
ん
．
こ
の
作
品
も
す
べ
て
手
で

削
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
品
を
寸
分
く
る

い
も
な
く
合
わ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
技

術
の
確
か
さ
を
感
じ
ま
す
．
大
雪
で
倒

れ
た
巨
杉
の
枝
を
使
っ
て
仕
上
げ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
杉
も
こ
の
よ
う
な
形

に
生
ま
れ
変
わ
り
喜
ん
で
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
次
回
の
出
品
に
向
け
、
構
想
も
あ
る

様
子
で
、
「
そ
れ
が
励
み
で
す
。
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

劃圖圏属囮圏匿

よ
し
だ
・
ゆ
う
さ
ん
（
画
家
・
太
平
）

　
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ヒ
ッ
ポ
の
会
」
の
代
表
よ
し
だ
・
ゆ
う
さ

ん
を
た
ず
ね
ま
し
た
。

　
よ
し
だ
さ
ん
は
、
平
成
1
2
年
の
大
地

の
芸
術
祭
で
の
柿
の
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
松
代
町
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
学
生
の
と
き
絵
画
を
学
び
、
い
ま

も
ア
ク
リ
ル
や
水
彩
で
「
空
（
そ
ら
）
」

を
多
彩
に
描
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
し
だ
さ
ん
は
昨
年
9
月
に

で
き
た
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
ヒ
ッ
ポ
の
会
」
の
代
表
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
は
現
在

7
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
ー
カ
月
お
き
に

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
指
人

形
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
を
と
お
し
て
「
聞
く
人
の
立

場
で
本
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
の
楽
し
さ
を
子
供
た
ち
に
ど
う
伝
え

る
か
が
難
し
い
で
す
。
読
み
聞
か
せ
を

と
お
し
て
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま

れ
、
更
に
本
へ
の
興
味
も
広
が
り
ま
し

た
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
よ
し
だ
さ
ん
は
、
松
代
町
図
書
館
に

つ
と
め
て
い
る
こ
と
か
ら
「
ヒ
ツ
ポ
の

会
」
の
活
動
も
図
書
館
で
行
う
事
が
多

い
で
す
。

　
4
月
か
ら
完
全
学
校
週
5
日
制
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
会
の
活
動
で
よ

り
多
く
の
人
た
ち
が
図
書
館
に
訪
れ
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
図
書
館
は
、

夢
を
育
む
宝
島
で
す
。

松
代
町
図
書
館
今
後
の
催
し

5
月
1
8
日
出
午
後
1
時
30
分

　
お
は
な
し
の
会
（
紙
芝
居
・
折
り
紙

　
教
室
な
ど
）

7
月
6
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分

　
押
し
花
教
室

よ
し
だ
・
ゆ
う
　
「
空
の
学
校
」
展

日
時
1
0
月
1
2
日
出

会
場
　
旧
蒲
生
小
学
校
　
入
場
無
料

繋
こ
こ
－
年
半
ほ
ど
描
き
た
髪

繍
霧
確
誹
フ
に
し
た
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